
取付・取扱説明書

ワンステッププルダウン

お客様保管用

このたびはワンステッププルダウンをお求めいただき、誠にありがとうございます。
商品の機能が十分に発揮されるように、この取付・取扱説明書の内容に沿って
正しく取り付けてください。取り付け後は、この取付・取扱説明書をよくお読みのう
え、正しくお使いください。
この取付・取扱説明書は大切に保管し、必要なときにお読みください。
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■ 各部の名称

安全に関するご注意（安全のため必ずお守りください）

表示について

この取付・取扱説明書では、製品を安全に正しく取付・設置し、製品を安全に正しくお使いい

ただき お客様や他の人々への危 害や財産への損害を未然に防止するために下の表示を

行っています。いずれも使用者の安 全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
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この表示の内容を無視して、誤った取付・設置・取り扱いをした場合、
人が死亡、または 重症を負う可能性が想定される内容を示しています。

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。

この記号は必ず実行していただきたいことを告げるものです。

この表示の内容を無視して、誤った取付・設置・取り扱いをした場合、
人が傷害を負う危険や、物的損害の発生が想定される内容を示しています。

警告

注意

●第三者に譲渡・貸与される場合も、この説明書を必ず添付してください。

●この説明書は大切に保管してください。

●本製品に関するお問い合わせは、お求めの販売店もしくは弊社にご連絡ください。

収納ラック

アンゼンガード

機構部
ロックレバー

取っ手

扉連動アーム受け

カバー下

連動ジョイント

操作力切換え
レバー
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■ 梱包内容・付属品

箱を開けたら部品がすべて揃っていることを確認してください。
梱包内容の不足、破損のある場合は、お求めの販売店もしくは弊社までお申し出ください。

ワンステッププルダウン
本体・・・１台

トラスタッピングネジ
M４×４５・・・10コ

トラスタッピングネジ
M４×12・・・8コ

カバー下Ｒ
１コ

ソクバンキャップ
・・・4コ

カバー下Ｌ
１コ

扉連動
アーム受け
２コ

■ 製品寸法図

※扉ヒンジ・座金・ダンパーは本商品に含んでおりません。
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■ キャビネットと扉の仕様

キャビネットおよび 扉が以下寸法になっているか確認ください。

フラッシュ構造のキャビネットおよび扉には取付けできません。

【キャビネット】

【扉】

扉重量は以下の範囲内としてください。
W900・・・3.8～5.2ｋｇ
W750・・・3.3～4.0ｋｇ
W600・・・2.5～3.5ｋｇ

推奨するヒンジ・座金
ヒンジ：blum75T1550
座金：blum175H7130
ダンパー：blum973A0500.01
扉の納まりやヒンジの種類によって取付位置が異なります。



■ 取付方法
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① 製品本体の『収納ラック』と『機構部』を接続している
ネジ4カ所を取り外し、機構部と収納ラックを分離します。

ネジ紛失注意（ナベ小ネジM5×6）

取付時、再度使用します。

② 機構部をキャビネットに入れます。 ③ キャビネットにトラスタッピングネジ4×45で
取り付けます。

トラスタッピングネジ
4×45

■ 取付に必要な工具

□ 電気ドライバー

□ ハンドドライバー（＃2、＋字）

注意：作業時は必ず手袋着用で作業を行ってください。

■ 取付前の確認（設置上の制限）

石膏ボード壁にキャビネットを取り付けると脱落する可能性が
あります。

キャビネットは壁躯体桟木 （補強材） に確実に固定してください。
使用中に取付ネジがゆるみキャビネットが落下してケガや物的
損害を負う原因となります。 壁

補強材

補強材固定ねじ

キャビネット
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⑤ 収納ラックを機構部に引っ掛け、ナベ小ねじ
M5×6で取り付け、ソクバンキャップを取り付ける。

④ カバー下RLをトラスタッピングネジ4×12で
キャビネットに取り付ける。

⑥ 扉連動アーム受けRLをトラスタッピングネジ
4×12で扉に取り付ける。

⑦ 取っ手に指をかけ、収納ラックをゆっくり手前に引き
降ろします。引き下ろしたら収納ラックが上昇しな
い様にロックレバーにてロックをかけます。

ロックを掛けた後、収納ラックが上昇しな

いことを確認してください。

※ロックのかけ方については、P9の【ロックレバーの操作方法】をご確認ください。

トラスタッピングネジ
4×12

ソクバン
キャップ

ナベ小ねじ
M5×6

カバー下

扉連動アーム受け

トラスタッピングネジ
4×12

ロックレバー

※方向あり。
中央穴開口が内側



⑪ ロックレバーを解除し、収納ラックをゆっくり上げ
完全に奥まで納まったら作業完了です。

⑩ スライドヒンジにダンパーの取付がある場合は
取り付けます。

取付後、8～9ページの〔使い方〕を参照して作動確認してください。

スライドヒンジ

ヒンジダンパー
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⑧ 扉をキャビネットに取り付けます。 ⑨ 連動ジョイントを扉の扉連動アーム受けに取り
付けます。

連動
ジョイント

扉連動アーム受け座金
スライドヒンジ



以下のものは収納しないでください。

・ビンなどの不安定なもの。

・包丁・薬品などの危険なもの。

・割れやすいもの。

・ぬれたもの。

・すべりやすいもの。

●破損・落下による事故やサビの原因になります。

取り扱い上のご注意

積載荷重（収納できる重さ）は、10kgまで

ですので、この範囲以内でお使いください。

また、急激な出し入れはしないでください。

●出し入れが重くなったり、故障の原因に

なります。

収納ラックの取っ手にぶらさがらない

でください。

●破損・落下による事故やサビの原因

になります。

安全に関するご注意（安全のため必ずお守りください）

警告

注意

収納物が収納ラック側板より上や前にはみ出な

いようにしてください。

収納ラック側板

●破損・落下や事故の原因になります。

多くの収納物を取り出す時は収納

ラックを下げた位置でロックしてくだ

さい。

●ロックをしないと収納ラックが上

昇してしまうことがあります。

昇降操作中に

収納ラックをのぞき込んだり、

可動部に手を入れたりしない

でください。

●手や頭をはさみケガをする恐れが

あります。

警告

荷物の量に応じて必ず補助力調整を

してください。

補助力調整をしないと収納ラックがい

きおいよく動きケガをする恐れがありま

す。原因になります。

注意
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扉をもって開け閉め、また昇降の操作は行わない

でください。

●破損・落下による事故の原因になります。

×

×
×

ロック！



使い方
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【操作方法】

取っ手に指をかけ、収納ラックをゆっくり手前に引き

降ろします。収納ラックを引き降ろすと外扉は自動

で開きます。

収納ラックを上げる際は、取っ手を持ち、ゆっくり

収納ラックを上げてください。

収納ラックを戻すときは、途中で手を放さず

完全に奥までおさめてください

【安全ガードの使い方】

安全ガードは、収納物が前に落ちないように設けてあ

ります。

上に持ち上げ、前にたおすと収納物が出し入れしや

すくなります。

昇降操作時は必ず元に戻してください。

戻さないとガードが破損する恐れがあります

【操作力切替レバーの操作方法】

収納量に応じて操作力切替レバーでバネ補助力の調整を

行ってください。

補助力は３段階の切り替えが出来ますので、収納量に応じて

適切な設定でお使いください。

HighLow

取っ手

外扉

取っ手

収納ラック

切替レバー
左

操作力切替レバーの操作は収納ラックがキャビネ
ットに完全に収納された状態で行ってください。

切替レバー
右

安全ガード

扉をもって開け閉めまた昇降の操作は行わないでください。

●製品の破損・落下による事故の原因になります。
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日常のお手入れは、フキンでからぶきしてください。それでも落ちない汚れは、中性洗剤をつけてふいてください。
その後、からぶきして水気をふきとってください。

お手入れ方法

製品を傷める原因になります。

酸性・アルカリ性の洗剤、 ベンジン、シンナーおよ
びクレンザー、 たわしなどの硬い掃除用具

次のものは使わない

ロック ロック解除

【ロックレバーの操作方法】

①収納ラックを下げ、最下点で静止させます。

②収納ラック右外側のロックレバーを前にたおし、ロックピンにひっかけると収納ラックが上がらなくなります。

ロックされた状態で収納ラックを押し上げる力を加えないでください。

ロックが破損する可能性があります。

解除が固い場合、収納ラックを

下げながら、ロックを解除。

収納物が少なく、操作力切替レバーが【Ｈｉｇｈ】

（バネにより上げる力が強い）の場合、ロック解除

操作が固くなります。

その際は、収納ラックを下げながらロックレバーを

解除してください。

『収納ラックを下で静止させる方法】

一度に多くの収納物を取り出すと収納ラックが上昇してしまう場合があります。

ロックレバーを操作し、収納ラックを下げた位置で停止させることで安全に収納物の出し入れが行えます。

収納物の出し入れが終わったら、操作力切替レバーで補助力を調整してください。



メモ
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J1-XAB5-A036
2022.04

株式会社ダイドー
〒586-0037 大阪府河内長野市上原町250-2

製品の仕様

製品に関する
お問い合わせフォーム
https://daydo.jp/inquiries.html


